
1. �はじめに

安全文化に関わる質問紙調査を実施している．質
問紙は，安全文化の10特性（INPO�2013）に基づ
いて構成されている．その中に注目している２つの
調査項目がある．一つは「会社から当然あなた方に
知らされているべき事柄であるのに，それが知らさ
れていないことがある（逆転項目）」と，もう一つ
は「あなたの意見やアイデアが途中で立ち消えてし
まって，上の方まで届いていないと思われるような
場合がある（逆転項目）」である．前者は上から下
への情報伝達を評定する項目である．後者は下から
上への情報伝達を評定する項目である．この２つの
項目に注目したのは，最近実施した調査で共に評定
を低下させている職場が認められるようになったか
らである．これら２つの項目の評定が低下すると
いうことが何を意味しているのかについて考えて
みたい．

上からの情報のみならず下からの情報も滞ってい

るということは，単純に考えると，組織の上層部と
一般職の中間にある職場の管理職で情報が留まり流
れ難くなっていると考えられるのである．しかし，
本当に情報が流れ難くなっているのだろうか．一般
職と管理職の間に何らかの原因で信頼関係が低下し
ていたならば，情報が伝わっていたとしても，情報
の流れに疑念を抱き，評定が低下する場合も考えら
れる．逆に両者に信頼関係ができていれば，情報の
滞りが多少あったとしても情報の流れに対する評定
が低下することはないのではないかとも考えられ
る．また，情報の流れが低下したために管理職への
信頼が低下する場合や，情報の流れがよくなったた
めに管理職への信頼が高まる場合も考えられる．す
なわち，上下職位間における縦の情報伝達と管理職
に対する信頼感は関連し連動していると考えられる
のである．組織内における情報伝達には，縦の情報
伝達と，同僚間あるいは職場間で行われる横の情報
伝達があるが，ここでは縦の情報伝達に限定して検
討したい．
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2. �目的

組織の上下間における縦の情報伝達と上司への
信頼感の関係を質問紙調査のデータを基に分析し，
管理職の職場運営に参考となる情報伝達のあり方を
検討する．

3. �方法

全電力の原子力発電所・建設所で安全文化に関す
る大規模な質問紙調査が３年毎に定期的に行われて
いる．至近に実施したその調査の2018年度と2021
年度のデータを使用して分析を実施する．有効回答
者数（有効回答率）は，2018年度8451名（98％），
2021年度8321名（97％）であった．この調査では，
全調査項目の評定にリッカート法の５段階評定が採
用されている．

縦の情報伝達と上司への信頼感の関係を検討する
ため，質問紙調査で使用した調査項目から適切な測
定尺度を設定する．
「縦の情報伝達」は，下記の２項目を使用して測

定尺度を構成した．

Q27………会社から当然あなた方に知らされているべき
事柄であるのに，それが知らされていないこ
とがある（逆転項目）．

Q70………あなたの意見やアイデアが途中で立ち消えて
しまって，上の方まで届いていないと思われ
るような場合がある（逆転項目）．

上司への信頼感は，上司への評価に反映されるも
のとして安全風土の下位要因である「直属上司の姿
勢」（福井，2012）の評定を使用する．「直属上司の
姿勢」の測定尺度は下記の項目で構成されている．

Q�03���あなたの直属上司は，部下の能力や状況を十
分把握したうえで業務の責任分担を決めて
いる．

Q�05���あなたの直属上司は，安全性の向上に貢献し
た部下が会社から認められるように努力して
いる．

Q�30���あなたの職場では，直属上司から業務の内容
について納得のいく説明がされている．

Q�49���あなたの職場では，一つひとつの業務につい
て誰が責任をもっているか明確である

分析の対象とした職場は，2018年度と2021年度
の調査の間で組織改正がされていない比較可能な
408個所の職場である．ここで職場とは，課あるい
はグループと呼ばれている部署である．評定値の上
昇または低下の基準として効果量（ES）を用いた．
Cohen（1969）は，ES�=�0.2を小さな効果，ES�=�0.5
を中ぐらいの効果，ES�=�0.8を大きな効果としてい
るが，ここではES�=�0.5を変化の基準値とした．

２つの測定尺度「縦の情報伝達」と「直属上司の
姿勢」において，それぞれの評定値（逆転項目は，
他の調査項目と同様に良好な状態で点数が高くなる
ように設定されている）の変化量から職場を次の３
つに分類する．評定値が効果量（ES）0.5以上に低
下した職場（D），評定値が上昇したとも低下した
とも認められない効果量（ES）0.5未満に維持され
た職場（C），評定値が効果量（ES）0.5以上に上昇
した職場（U）である．その結果，区分できる９つ
の群と各群の分類記号を表１に示す．これら各群の
分布状態から縦の情報伝達と上司への信頼感との関
係について検討する．

4. �結果

各群の職場数を表２に示す．「縦の情報伝達」の
評定が上昇し，「直属上司の姿勢」の評定が低下す
るUD群に該当する職場は認められなかった．

図１に「縦の情報伝達」の評定３群における「直
属上司の姿勢」評定群の分布を示す．「縦の情報伝達」
評定の低下群における「直属上司の姿勢」評定分布
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表１　�「縦の情報伝達」と「直属上司に姿勢」の評定変
化に基づく分類

直属上司の姿勢
低下D 維持C 上昇U

縦の情報伝達
低下D DD群 DC群 DU群
維持C CD群 CC群 CU群
上昇U UD群 UC群 UU群

表２　評定変化に基づき分類された職場数

直属上司の姿勢
低下D 維持C 上昇U 合計

縦の情報伝達

低下D 25 � 72 � 10 107
維持C 13 167 � 84 264
上昇U � 0 � 10 � 27 � 37
合�計 38 249 121 408
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は，低下23.4%（DD群），維持67.3%（DC群），上
昇9.3%（DU群）である．「縦の情報伝達」評定の
維持群における「直属上司の姿勢」評定分布は，低
下4.9%（CD群），維持63.3%（CC群），上昇31.8%（CU
群）である．「縦の情報伝達」評定の上昇群におけ
る「直属上司の姿勢」評定分布は，低下0%（UD群），
維持27.0%（UC群），上昇73.0%（UU群）である．

図２に「直属上司の姿勢」の評定３群における「縦
の情報伝達」評定群の分布を示す．「直属上司の姿勢」
評定の低下群における「縦の情報伝達」評定分布は，
低下65.8%（DD群），維持34.2%（CD群），上昇0%

（UD群）である．「直属上司の姿勢」評定の維持群
における「縦の情報伝達」評定分布は，低下28.9%（DC
群），維持67.1%（CC群），上昇4.0%（UC群）であ
る．「直属上司の姿勢」評定の上昇群における「縦
の情報伝達」評定分布は，低下8.3%（DU群），維
持69.4%（CU群），上昇22.3%（UU群）である．

表３に各群の「縦の情報伝達」の評定変化値を，
表４に各群の「直属上司の姿勢」の評定変化値を示
す．また，図３にそれらの評定変化をグラフで示す．

図１において，「縦の情報伝達」の評定が低下し
ても，その低下職場の67.3%（DC群）で「直属上
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図１　�「�縦の情報伝達」評定３群における「直属上司の
姿勢」評定群の分布

図２　�「�直属上司の姿勢」評定３群における「縦の情報
伝達」評定群の分布

表３　各群の「縦の情報伝達」評定変化値

分類
2021年度 2018年度

平均の差 ES
N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差

DD群 25 3.08 0.35 25 3.98 0.31 -0.90 2.75#
DC群 72 3.14 0.44 72 3.87 0.37 -0.73 1.77#
DU群 10 3.14 0.53 10 3.88 0.39 -0.74 1.60#
CD群 13 3.37 0.36 13 3.64 0.34 -0.27 0.77#
CC群 167 3.61 0.35 167 3.71 0.34 -0.11 0.31
CU群 84 3.58 0.38 84 3.56 0.39 0.02 0.04
UC群 10 4.07 0.54 10 3.41 0.59 0.66 1.17#
UU群 27 4.09 0.32 27 3.40 0.48 0.69 1.69#

#�ES≧0.5

表４　各群の「直属上司の姿勢」評定変化値

分類
2021年度 2018年度

平均の差 ES
N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差

DD群 25 3.74 0.27 25 4.30 0.24 -0.56 2.18#
DC群 72 4.02 0.31 72 4.03 0.31 -0.01 0.02
DU群 10 4.40 0.29 10 3.98 0.32 0.42 1.38#
CD群 13 3.76 0.68 13 4.26 0.39 -0.50 0.9#
CC群 167 4.08 0.30 167 4.01 0.31 0.07 0.22
CU群 84 4.27 0.26 84 3.72 0.39 0.56 1.69#
UC群 10 4.16 0.26 10 4.02 0.33 0.14 0.48
UU群 27 4.44 0.22 27 3.86 0.37 0.58 1.89#

#�ES≧0.5
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図１　�「�縦の情報伝達」評定３群における「直属上司の
姿勢」評定群の分布

図２　�「�直属上司の姿勢」評定３群における「縦の情報
伝達」評定群の分布

表３　各群の「縦の情報伝達」評定変化値

分類
2021年度 2018年度

平均の差 ES
N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差

DD群 25 3.08 0.35 25 3.98 0.31 -0.90 2.75#
DC群 72 3.14 0.44 72 3.87 0.37 -0.73 1.77#
DU群 10 3.14 0.53 10 3.88 0.39 -0.74 1.60#
CD群 13 3.37 0.36 13 3.64 0.34 -0.27 0.77#
CC群 167 3.61 0.35 167 3.71 0.34 -0.11 0.31
CU群 84 3.58 0.38 84 3.56 0.39 0.02 0.04
UC群 10 4.07 0.54 10 3.41 0.59 0.66 1.17#
UU群 27 4.09 0.32 27 3.40 0.48 0.69 1.69#

#�ES≧0.5

表４　各群の「直属上司の姿勢」評定変化値

分類
2021年度 2018年度

平均の差 ES
N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差

DD群 25 3.74 0.27 25 4.30 0.24 -0.56 2.18#
DC群 72 4.02 0.31 72 4.03 0.31 -0.01 0.02
DU群 10 4.40 0.29 10 3.98 0.32 0.42 1.38#
CD群 13 3.76 0.68 13 4.26 0.39 -0.50 0.9#
CC群 167 4.08 0.30 167 4.01 0.31 0.07 0.22
CU群 84 4.27 0.26 84 3.72 0.39 0.56 1.69#
UC群 10 4.16 0.26 10 4.02 0.33 0.14 0.48
UU群 27 4.44 0.22 27 3.86 0.37 0.58 1.89#

#�ES≧0.5
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司の姿勢」の評定は維持されている．これは「縦の
情報伝達」の評定維持群における「直属上司の姿勢」
の評定維持群（CC群）の割合63.3%とほぼ同じで
ある．しかし，「縦の情報伝達」の評定が上昇すると，
その上昇職場における「直属上司の姿勢」の評定維
持群（UC群）の割合は27.0%に低下し，「直属上司
の姿勢」の評定上昇群（UU群）の割合は73.0%と
なる．

また，図２において「直属上司の姿勢」の評定が
上昇しても，その上昇職場の69.4%（CU群）で「縦
の情報伝達」の評定は維持されている．これは「直
属上司の姿勢」の評定維持群における「縦の情報伝

達」の評定維持群（CC群）の割合67.1%とほぼ同
じである．しかし，「直属上司の姿勢」の評定が低
下すると，その低下職場における「縦の情報伝達」
の評定維持群（CD群）の割合は34.2%に低下し，

「縦の情報伝達」の評定低下群（DD群）の割合は
65.8%となる．

以上から次のことが言える．縦の情報伝達が低下
しても上司への信頼感（直属上司の姿勢）が低下す
る可能性は小さいが，縦の情報伝達が向上すると上
司への信頼感（直属上司の姿勢）も向上する可能性
が高くなる．また，上司への信頼感（直属上司の姿
勢）が向上しても縦の情報伝達が向上したと評価さ
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図３　各群の「縦の情報伝達」と「直属上司の姿勢」の評定変化

注）グラフは表１に基づき配置
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れる可能性は小さいが，上司への信頼感（直属上司
の姿勢）が低下すると縦の情報伝達も低下したと評
定される可能性が高くなる．

5. �考察

上記分析結果は，上司への信頼を示す指標として
「直属上司の姿勢」を用いたが，上司への信頼が低
下すれば，情報伝達がされていないと思われ，情報
伝達が向上すると上司への信頼が高まることを示唆
している．このことから上司と呼ばれる管理職は，
一般職からの信頼を低下させないように努力しなけ
ればならない．そして，一般職との信頼関係を向上
させようとするならば，上層部からの情報も一般職
からの情報も留めることなく適切に伝えていくこと
が必要となる．

上層部からの情報に一般職と直接関係のない情報
も含まれる．管理職は，その場合一般職へ情報を伝
えないことが多いと思われるが，一般職にとって直
接関係のない管理職のもつ情報も伝えられることに
よって，組織の一員としての自覚ができるものであ
る．また，必要以上の情報が伝えられることによっ
て，必要な情報は必ず伝えられていると確信させる
ことも期待できる．上層部からの情報は，必要な情
報は当然のこと，必要性のない情報も支障のない範
囲で広めに一般職に伝えることが望まれる．

一般職からの情報には，取るに足らない情報も上
層部へ伝える必要のない情報も含まれる．管理職の
権限内で処理できる情報は上へ伝えなくてもよい
が，一般職から何らかの情報を伝えられた管理職
は，その管理職の権限で対応できるものは確実に対
応し，結果を情報発信者に回答する必要がある．支

障のない範囲（例えば，個人の名誉を傷つけないな
ど）で職場全体に対応結果を伝えた方が認知度が高
まりより効果的であろう．対応できない情報は，更
に上位の権限をもつ管理職へ伝え組織的に確実に対
応していく必要がある．重要なことは，一般職から
伝えられた情報を無視してはいけないということで
ある．情報発信者にとって自身が発信した情報がど
のように受け取られ，対応されたのか気になるもの
である．

上記検討からも情報伝達と精神衛生が密接に関係
していると思われる．「縦の情報伝達」と「直属上
司の姿勢」の評定変化各群における「精神衛生」の
評定変化も検討してみる．「精神衛生」の測定尺度（三
隅，1984）は，下記の調査項目から構成される．
Q16………あなたは，自分の責任範囲がはっきりしてい

ないとおもう（逆転項目）
Q77………あなたは，これからの人生をあれこれと考え

てみて「将来なんとなく不安だ」という気が
する（逆転項目）

Q78………あなたは今の会社を辞めてしまいたいと思う
ことがある（逆転項目）

Q79………あなたは直属上司から無理な圧力を感じるこ
とがある（逆転項目）

表５に各群の「精神衛生」評定変化値を示し，図
４にその変化をグラフで示した．「直属上司の姿勢」
が上昇すると「縦の情報伝達」が低下することがな
ければ（CU群，UU群），「精神衛生」は良くなる
が，「縦の情報伝達」が低下すると（DD群，DC群，
DU群），「直属上司の姿勢」が上昇しても「精神衛生」
の評定は低下している．情報伝達が精神衛生に大き
な影響を与えているものと考えられる．
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表５　各群の「精神衛生」評定変化値

分類
2021年度 2018年度

平均の差 ES
N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差

DD群 25 3.01 0.34 25 3.66 0.31 -0.65 1.98#
DC群 72 3.17 0.42 72 3.42 0.38 -0.25 0.63#
DU群 10 3.17 0.47 10 3.50 0.36 -0.33 0.77#
CD群 13 3.20 0.54 13 3.54 0.32 -0.34 0.77#
CC群 167 3.39 0.35 167 3.46 0.32 -0.06 0.19
CU群 84 3.46 0.40 84 3.25 0.37 0.21 0.53#
UC群 10 3.70 0.35 10 3.49 0.48 0.21 0.48
UU群 27 3.71 0.29 27 3.28 0.34 0.43 1.35#

#�ES≧0.5
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れる可能性は小さいが，上司への信頼感（直属上司
の姿勢）が低下すると縦の情報伝達も低下したと評
定される可能性が高くなる．

5. �考察

上記分析結果は，上司への信頼を示す指標として
「直属上司の姿勢」を用いたが，上司への信頼が低
下すれば，情報伝達がされていないと思われ，情報
伝達が向上すると上司への信頼が高まることを示唆
している．このことから上司と呼ばれる管理職は，
一般職からの信頼を低下させないように努力しなけ
ればならない．そして，一般職との信頼関係を向上
させようとするならば，上層部からの情報も一般職
からの情報も留めることなく適切に伝えていくこと
が必要となる．

上層部からの情報に一般職と直接関係のない情報
も含まれる．管理職は，その場合一般職へ情報を伝
えないことが多いと思われるが，一般職にとって直
接関係のない管理職のもつ情報も伝えられることに
よって，組織の一員としての自覚ができるものであ
る．また，必要以上の情報が伝えられることによっ
て，必要な情報は必ず伝えられていると確信させる
ことも期待できる．上層部からの情報は，必要な情
報は当然のこと，必要性のない情報も支障のない範
囲で広めに一般職に伝えることが望まれる．

一般職からの情報には，取るに足らない情報も上
層部へ伝える必要のない情報も含まれる．管理職の
権限内で処理できる情報は上へ伝えなくてもよい
が，一般職から何らかの情報を伝えられた管理職
は，その管理職の権限で対応できるものは確実に対
応し，結果を情報発信者に回答する必要がある．支

障のない範囲（例えば，個人の名誉を傷つけないな
ど）で職場全体に対応結果を伝えた方が認知度が高
まりより効果的であろう．対応できない情報は，更
に上位の権限をもつ管理職へ伝え組織的に確実に対
応していく必要がある．重要なことは，一般職から
伝えられた情報を無視してはいけないということで
ある．情報発信者にとって自身が発信した情報がど
のように受け取られ，対応されたのか気になるもの
である．

上記検討からも情報伝達と精神衛生が密接に関係
していると思われる．「縦の情報伝達」と「直属上
司の姿勢」の評定変化各群における「精神衛生」の
評定変化も検討してみる．「精神衛生」の測定尺度（三
隅，1984）は，下記の調査項目から構成される．
Q16………あなたは，自分の責任範囲がはっきりしてい

ないとおもう（逆転項目）
Q77………あなたは，これからの人生をあれこれと考え

てみて「将来なんとなく不安だ」という気が
する（逆転項目）

Q78………あなたは今の会社を辞めてしまいたいと思う
ことがある（逆転項目）

Q79………あなたは直属上司から無理な圧力を感じるこ
とがある（逆転項目）

表５に各群の「精神衛生」評定変化値を示し，図
４にその変化をグラフで示した．「直属上司の姿勢」
が上昇すると「縦の情報伝達」が低下することがな
ければ（CU群，UU群），「精神衛生」は良くなる
が，「縦の情報伝達」が低下すると（DD群，DC群，
DU群），「直属上司の姿勢」が上昇しても「精神衛生」
の評定は低下している．情報伝達が精神衛生に大き
な影響を与えているものと考えられる．
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表５　各群の「精神衛生」評定変化値

分類
2021年度 2018年度

平均の差 ES
N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差

DD群 25 3.01 0.34 25 3.66 0.31 -0.65 1.98#
DC群 72 3.17 0.42 72 3.42 0.38 -0.25 0.63#
DU群 10 3.17 0.47 10 3.50 0.36 -0.33 0.77#
CD群 13 3.20 0.54 13 3.54 0.32 -0.34 0.77#
CC群 167 3.39 0.35 167 3.46 0.32 -0.06 0.19
CU群 84 3.46 0.40 84 3.25 0.37 0.21 0.53#
UC群 10 3.70 0.35 10 3.49 0.48 0.21 0.48
UU群 27 3.71 0.29 27 3.28 0.34 0.43 1.35#

#�ES≧0.5
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図４　各群の「精神衛生」の評定変化

注）グラフは表１に基づき配置
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